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3)ベトナムのSong Ma Suture Zoneの変成岩などの研究により二畳紀末から中期三畳紀の間にSouth China
 とIndochina Blockが衝突し、広大な地塊が生じた。古テーチス側では、Sukhothai Arcの火山活動が激し
くなり、Nan Back-arc basinが形成した。Nan Back-arc basinは後期三畳紀初頭に閉塞し、その後Sibumasu












               審   査   の   要   旨 
 
本論文は長らく不明であったタイ国北東部のコラート高原堆積盆について、石油探鉱での地震探査や坑井
データを用いて、その堆積盆の構造・層序を明らかにした。Indosinian I不整合の形成要因や、それらを合
わせたインドシナ変動の全体像を考察している。これらの研究成果は、石油探鉱関係者だからこそできる研
究内容であり、著者が地震探査や坑井データをコンパイルして、コラート高原堆積盆の地下全体像を明らか
にしたことによるものである。とくに中生界の厚いコラート層群とその下位の古生界の間には、インドシナ
変動と呼ばれる地殻変動により生じた不整合の存在が知られていたが、本論文で著者はその意義を明らかに
した。それはまず、（現在の）北側であるSouth ChinaとIndochina Blockの衝突による合体を主に変成岩の
文献調査で明らかにし、その後のSibumasu BlockとSukhothai Arcが三畳紀末の衝突を地震探査や坑井デー
タを用いて証明したものである。そしてこの一連の変動をインドシナ変動とみなした。 
上記の結論は、東南アジアにおける変動論に新しい方向性を提供するものであり、研究論文として高く評
価されるものである。 
 
平成３１年１月１１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
